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１．作業概要

構内用
輸送容器

【共用プール】

燃料
集合体 構内用輸送容器 ・漏えい燃料及び使用済燃料は使用済燃料貯蔵ラックに収納。

・曲がり燃料は新設の使用済燃料貯蔵ラックに収納

４号機使用済燃料貯蔵プール（以下「ＳＦＰ」という）に存在する漏えい燃料（２体）、変
形燃料（１体）及び８体の使用済燃料を、構内輸送容器（ＮＦＴ－１２Ｂ容器）にて共用プー
ルへ移送する。

漏えい燃料及び８体の使用済燃料は燃料取扱機により取り扱い、変形燃料はクレーンにて取り
扱う。なお、変形燃料については、共用プールに設置した新設の使用済燃料貯蔵ラック（４９
体）に保管する。 カバー

構内用
輸送容器

（SFP）

クレーン燃料取扱機

燃料
集合体

【４号機】

変形燃料用スペース
７×７曲がり燃料用

新設の使用済燃料貯蔵ラック
漏えい燃料の取扱い及び使用済燃料：燃料取扱機を使用

変形燃料の取扱い ：クレーンを使用
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２．構内用輸送容器（ＮＦＴ－１２Ｂ）の概要

１Ｆでは１，２号機から共用プールへの輸送において使用していた実績がある。

２０１２年３月に保管中の簡易点検、２０１４年６月に使用前の保守点検を実施済。

１２体燃料を収納する格子が存在し、そのうち１箇所は内寸の大きい格子。
内寸の大きい格子の従来の運用は以下の２通り。
内寸の大きい格子で破損燃料を収納缶に収納し輸送可能。
収納缶を用いず通常の燃料を輸送する場合、内寸を狭めるスペーサを設置。

NFT-12B 概要図

内寸：176mm×196mm

（スペーサを設置した場合、

内寸153mm×153mm）

バスケット

内寸：153mm×153mm

（他のセルも同様）
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３．変形・漏えい燃料について

変形燃料（１体）について
過去の取り扱い時（１９８２年）に誤ってハンドル／

チャンネルボックスを変形させてしまった燃料。制御
棒および燃料兼用ラックに保管。

2013年12月に天井クレーンに取付けた吊具を用いて
吊上げ、曲がり量を測定。

曲がり量の測定の結果、 大外径156mm（誤差5mm
考慮）。通常バスケットに収納不可であるため、NFT-
12Bの内寸の大きい格子に収納。

シッピング検査にて燃料棒は健全であることを確認。

変形燃料曲がり量測定状況

漏えい燃料（２体）について
運転中（ ２００６/２００８年）は漏えい検知後漏え

い燃料周辺に制御棒を挿入して出力抑制運転を実施。
２体とも、超音波装置により漏えい燃料棒を特定。

ファイバースコープにより外観点検を実施。
漏えい燃料棒は、タイロッドでないことを確認し、燃

料取扱に問題ないことを確認した。

漏えい燃料（２体）

漏えい燃料棒位置

燃料集合体断面図
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①：天井クレーンフックに取り付けた燃料吊具及び二重化用ワイヤーを燃料ハンドル

部に取付ける

②：燃料吊具により燃料をラックから吊上げ、輸送容器へ収納（又は取出し）する

（二重化用ワイヤーに荷重は掛からない）

①燃料吊具取付
②二重化用ワイヤー取付

４．変形燃料移動方法

燃料集合体

②二重化用ワイヤー
①燃料吊具

• 吊り上げ設備には，吊り上げ上
限以上への吊り上げを阻止する
ロック機構を有する構造とする

遮へい

• 燃料集合体を１体ずつ取り扱う
把持具構造とする

臨界防止

• 荷重計により荷重の監視を行う
• 燃料集合体ＵＴＰに作用する吊

上げ荷重は400kgまでとする
• 巻上装置は手動とし，荷重を監

視しながら巻上げる

過荷重防止

• フックは外れ止め装置を有する
把持具構造とする

外れ防止

• 二重のワイヤロープで燃料集合
体を保持する構造とする

（クレーンの主巻フックを使用）

吊り具の
二重化

• クレーン主巻フックは電源断時
においても保持する構造となっ
ている

• 巻上装置は手動チェーンブロッ
クとする

動力源喪失時
の保持機能

構造概要安全対策

• 吊り上げ設備には，吊り上げ上
限以上への吊り上げを阻止する
ロック機構を有する構造とする

遮へい

• 燃料集合体を１体ずつ取り扱う
把持具構造とする

臨界防止

• 荷重計により荷重の監視を行う
• 燃料集合体ＵＴＰに作用する吊

上げ荷重は400kgまでとする
• 巻上装置は手動とし，荷重を監

視しながら巻上げる

過荷重防止

• フックは外れ止め装置を有する
把持具構造とする

外れ防止

• 二重のワイヤロープで燃料集合
体を保持する構造とする

（クレーンの主巻フックを使用）

吊り具の
二重化

• クレーン主巻フックは電源断時
においても保持する構造となっ
ている

• 巻上装置は手動チェーンブロッ
クとする

動力源喪失時
の保持機能

構造概要安全対策

燃料吊上時の状態（拡大図）

【燃料吊具構成】
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５．使用済燃料貯蔵ラック

使用済燃料貯蔵ラック

既設の使用済燃料貯蔵ラック（９０体）１基を撤去し、同位置に新設の使用済燃料貯蔵

ラック（４９体）１基を新たに設置した。

新設の使用済貯蔵ラック：破損燃料を入れる収納缶（48体）と変形燃料（1体）貯蔵可能

変形燃料用スペース
７×７曲がり燃料用

４号機からの受入燃料の貯蔵予定エリア

取替対象ラック
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６．キャスク落下防止対策 二重吊り及び事前確認

キャスク落下防止対策として、クレーンと吊具の取り付け、垂直吊具と

キャスクの取り付けを二重化している

クレーンフック（主）及びシーブ（副）に垂直吊具を取り付ける

荷重はフック（主）で受けており、フック側破損時にシーブ（副）で

荷重を受ける

キャスクトラニオンに垂直吊具の主アーム（１対）及び補アーム（１

対）に取り付ける

荷重は主アームで受けており、主アーム側破損時に補アームで荷重を

受ける

クレーンフック及び主アームは取り付け後、外れ止めを設置する

取り付け作業の際に以下の確認を徹底している

クレーン、垂直吊具の事前確認（外観、動作）

クレーンと垂直吊具の取付状態の確認（外れ止め設置含む）

吊具アームの取付状態、外れ止め設置状態の確認

キャスクトラニオ

ン

クレーン

フック

シーブ
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７．キャスク落下防止対策（続き）

天井クレーンは、震災前と同等の設計であり、また、震災前からあるキャスクを使用し点検を行い、十分

輸送経験を有している。

・駆動源喪失時に確実に保持できるブレーキ構造

・クレーンフックは二重のワイヤロープで保持する構造

・クレーンフックと吊具、吊具とキャスクの取付けの二重化

・作業開始前の事前点検

クレーン、吊具の
破損

・取り付け後の取り付け状態の確認、外れ止め設置

・作業手順書の整備、作業員への教育周知

・有資格者による設備操作、作業管理

クレーン、吊具の
取付不良

クレーン取扱
時の落下

防止対策起因事象事象

以上から、現実にはキャスクが落下する可能性は、ほとんど無いと考えられる。

作業における安全対策は以下の通り。

・キャスクの取扱いについて、当社１２６０回以上の経験を有し、落下防止対策は十分有効である。

（１Ｆ：約９90回、２Ｆ：約２１０回、ＫＫ：約７０回）

・なお、当社を含め、国内の原子力発電所でも同様な落下防止対策を行っており、落下した実績はない。

 上記のように設備は多重化し事前に安全確認をしっかり行っているが、さらなる安全対策として新たに設けた４号
機用の輸送容器用緩衝体を設置する。


